
■予算の基礎数値
被 保 険 者 数 1,896人

平均標準報酬月額 468,000円

保 険 料 率 94.0/1000
事 業 主 50.7/1000
被保険者 43.3/1000

経常収入
14億1,019万8千円

経常支出
16億1,031万9千円

保険料　14億736万3千円

毎月の給料や賞与から、みなさまと
事業主に納めていただきます。
前年度比9,398万円増を見込ん
でいます。

保険給付費
8億2,598万円

みなさまが受けた医療に対する給付
等にかかる費用です。前年度比1億
574万5千円増を見込んでいます。

■保険料の約59％に相当

保健事業費　7,154万9千円

■保険料の約45％に相当
●前期高齢者納付金　2億7,000万円
●後期高齢者支援金　3億6,500万円
●その他　2千円

その他経常収入　283万5千円
●国庫補助金収入　92万6千円
●利子収入　10万1千円
　など

その他経常支出　7,778万8千円
●事務費　7,162万4千円
●連合会費　59万4千円　など

各種健診、特定保健指導など、み
なさまの健康づくりを支援する
ための事業にかかる費用です。

予算総額19億9,127万7千円

令和７年度予算のお知らせ
経常収支
2億12万1千円の赤字予算

納付金
6億3,500万2千円

高齢者医療を社会全体で
支えるために、健保組合に
課せられる費用です。前年
度比1億499万8千円増加
する見込みです。

健康
保険
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■収入
科　目 予算額

介 護 保 険 収 入
繰 越 金
そ の 他

2億2,080万5千円
1億4,974万2千円

2千円
収入合計 3億7,054万9千円

■支出
科　目 予算額

介 護 納 付 金
介護保険料還付金
積 立 金
雑 支 出

2億円
105万円

1億6,949万8千円
1千円

支出合計 3億7,054万9千円

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
と
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
介
護
保

険
料
の
徴
収
を
行
い
、
介
護
保
険
の
事
業
運

営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
料

率
は
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

予算総額３億7,054万9千円

　

令
和
７
年
度
予
算
は
、
総
額
19
億
９
、
１
２

７
万
７
千
円
を
計
上
し
、
経
常
収
支
で
は
、
２

億
12
万
１
千
円
の
赤
字
予
算
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

収
入
面
で
は
、
被
保
険
者
数
や
平
均
標
準
報

酬
月
額
の
増
加
に
よ
り
、
収
入
の
大
半
を
占
め

る
保
険
料
収
入
は
対
前
年
度
比
、
約
９
、
３
９

８
万
円
増
加
の
14
億
７
３
６
万
３
千
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
支
出
面
に
お
い
て
は
、
前
期
高
齢
者

納
付
金
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
が
対
前
年
度
比

１
憶
５
０
０
万
円
の
大
幅
な
増
加
見
込
み
と
な

り
、
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
増

加
傾
向
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
は
通
常
の
予

算
ベ
ー
ス
よ
り
増
加
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
給
付
費
の
不
測
の
増
加
に
備
え
、

予
備
費
と
し
て
３
憶
６
、
０
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
、
納
付
金
お
よ
び
保
険
給
付
費
（
義

務
的
経
費
）
だ
け
で
保
険
料
収
入
の
１
０
４
％

と
な
る
た
め
、
経
常
収
入
だ
け
で
は
賄
え
ず
、

繰
越
金
約
２
億
５
、
９
０
０
万
円
を
補
填
し
て

予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
予
算

で
は
、
保
険
料
率
は
据
え
置
き
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
組
合
運
営
が
続
く
こ
と
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
保
組
合
と
し
て
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
国
民
皆
保
険
制
度
の
一
翼
を
担

う
と
い
う
責
任
の
も
と
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
み
つ
つ
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
保
健

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
被
保
険
者

と
そ
の
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
当
健
保
組
合
が
実
施
し
て
い
る
保
健
事
業

な
ど
を
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
ご
ろ

の
健
康
管
理
の
留
意
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
積
極
利
用
等
、
医
療
費
の
節
減
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
り
、
そ
の
後
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
と
な
る

２
０
４
０
年
頃
に
か
け
て
、
医
療
の
高
度
化
・

高
額
化
に
伴
う
医
療
費
の
増
大
や
総
人
口
の
減

少
が
進
む
な
ど
、
現
役
世
代
お
よ
び
将
来
世
代

の
負
担
増
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
社

会
保
障
制
度
の
見
直
し
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
現
役
世
代
の
人
口
減
少
が
進
む
と
見

込
ま
れ
て
い
る
以
上
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
見

直
し
や
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
効
率
的
な
医

療
提
供
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
多
く
の

課
題
に
対
し
て
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

介護
保険

健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況

予
算
の
概
要
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